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　 ク ワ ガ タ ム シ 科 （Lucanidae ），特 に クワ ガ タ亜科 （Lucaninae ）の 昆虫は ， 我 々 が 日常

親 しん で おり，か つ 分類学的研究 も詳 しくな され て い る に もか か わ らず 染色体細胞学的研

究 は 意外に 少 な く，これ ま で に 日本 で は ノ コ ギ リク ワ ガ タ Prosopocoilus　inctinatus　Mot −

schulsky の 染色体 が 調べ られ て い る に過 ぎ な い （牧野 1956，　 Smith 　1953，1960
， 利矚

・
山

本 1937）．また Virkki は Dorcus　paralletopipedus　L の 染色体を検 して い るが （Smith

1960 に よ る ）， クワ ガ タム シ 類 に か ん す る我 々 の 網胞学的知見 は 大変貧弱 で ある と言 わね

ば な らな い ．

　 こ の 報告 で は ， まず基礎的知見をうる た め に 行 な つ た 固定材料 に よ る ク ワ ガ タ亜 科 4属

5 種 に つ い て の 染色 体細胞学的所見 を述べ る．

i

材 料　と　方　法

　責森県内で 採集 された成虫 の 精巣を用い た，Allen　P．F ．A ．−3 液で 固定後 t パ ラ フ ィ ン法

に よっ て 10 μ の 連続切片 をっ くり，Heidenhain の 鉄 ヘ マ トキシ リン で 染色，総合倍率

3，　200 倍で 検鏡 した． こ の 研究 で は 中期染色体 の 観察 と染色 休数 の 調査 に 主 力 を 注 い だ が ，

観察 は 良好 な 中期核板 に つ い て の み行 な い ，極面観 で の 観察細胞数を夫 々 の 種 に つ い て記

して ある．染色体の ス ケ ッ チ に は Abbe の 装置を用 い た．付図の 極面図 に は観察例中の 代

表的な 中期像を示 し t また 観察 した 中期嫁に 共通す る 特徴が 認 め られ た場合に は，それ を

そ の 種 の 核型の 特徴 と して 記述 した．な お，核型 の 分析 は動原体部を明 らか に した 上 で な

され る べ きで ある と思われ る の で ，こ の 報告で は各種毎 の 核型 の 分析は さ し控え る．また，

ノ コ ギ リク ワ ガ タ で は別 に 酢酸ダーリヤ 法 に よ る 精巣 の お しつ ぶ し標本をつ くつ て 補 足 的

観察も行 な つ た．な お ， 学名は 野村 （1963）に ， 性染色体の 対合様式の 区分 は Smith （1953）

に 従つ た．

1）　青森県 の 昆虫に関す る調査 （弘前大学動物形態学研究室）16，
2） 現 所属 ：五 所！ll原 市県 立 五所川原農林高校．
3）　　　　 弘 前市柴田女子高校．
4）　　　　 十和 田市伝法寺中学校．
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　1）　ミヤ マ ク ワ ガ タ Lucanus　maeulifemoratus 　Motschulsky の 染色体 ：南郡平賀町葛

川産 （17−V工一1965）の 三頭の精巣 を検した，精原細胞の 良好な分裂像は晃 当らなか つ たが，

成熟分裂の 中期像は観察 で きた．20ケ の 細胞で 第 1分裂中期 の 染色体を検したが，染色体

数 は n ＝ ＝ 13 で あ る （第 1図）．側面観で 相同染色体の 対含状態 を 詳細に調 べ る と大小の 染色

体よ り成 る一対が識別 される （第2 図）． こ れ は性染色体対で あつ て 大きい 方 は X 染色体
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Figs． 1−3．　 Lucanus　macuttfemoratus ．1．　Metaphase一正，　n ；三3．2．
　 　 　 　 　 Fir呂t　dlvision，　 side 　view ．3．　 Metaphase −II，　 n ＝ 13．
　　　　　 X ：X −chromosome ．　 Y ：Y −chremosome ．

F三g8．4−8．　 Prosopocoilus　inctinatus．4．　Spermatogonial　 meta ・

　　　　　 phase ，2n ＝＝ 19． 5．　 Metaphase ・1
，
　 n ：−LIO ， 6．　 Meta −

　　　　　 anaphase −1，　side　 view ．7．　Metaphase −II，　 n ＝ 10．8、
　　　　　　The 　same ，旦 二 9，
Figs．9−12．　Nipponodorcus 　rubrofemoratus ．　9．　Spermatogonia圭
　　　　　 metaphase ，2n司 0．10、　Metaphase−1，　n ＝5． 1L　The
　　　　　 same ，

　side　 view ，
　n ＝5。 12，　Metaphase−1夏，　 n 二 5，　 V ：

　 　 　 　 　 Metacentric 　 chromoso 【ne ，

　 　 　 　 　 Bottom　 bar： 10μ．
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（第 2 図の X ），小さい 方 は Y 染色体 （第2 図の Y ）と思 われ る．第 2 図の XY 対の対合

状態 は Xy ，型 に相 当す る と思 われ る．第 2 分 裂 の 中期染色 体 は 32ケの 細 胞 で 検 した が ，染

色体数は 何れ も n ＝13で あつ た （第3 図）．第 1分裂側面観で 識別 され る大小染色体の 対が

XY 対で X と Y とが 両極 に分れれ ば，第2 精母細細で は染色体数 が n＝13＝12A 十X ，

12A 十Y と な るが，第 2 分裂中期で X と Y を識別 す る こ と は実際上 大変む つ か しい の で ，

X 一ク ラ ス ，Y 一
ク ラ ス の 中期像を区別 して 示す こ とを差 し控 え た．

　2）　ノ コ ギ リ クワ ガ タ Prosopocoilus　inctinatus　Motschulsky の 染色体 ：北郡市浦村

（10−VII一工965，1 ♂） お よ び板柳町産 （28−VII−1966，1 ♂ ；10−VIII−1966，1 ♂）の 3 頭 の

精巣を検 した．精原細胞 の 中期染色体は全個体で 合計 25ケの 細胞で 観察 された．染色体数

は 2n＝19 で あ る （第 4図）．従つ て 性染色 体 は
一

つ で あ る と考 え られ る．第4 図 に示 した

核板に つ い て み る限 りで は，こ の 2n 染色体群は短捧状 の 3ケ と V 型 乃至 J型 の 染色体 王6

ケ よ り成ると い え る，第1 分裂中期の 染色体は 1個体に お い て 22 ケ の 細胞で 観察 したが，

染色体数 は n 轟 10 で あ る （第 5 図）．中 〜 後期 の 倶1」面観 で は 1極 に 先行す る染色偉が一っ 認

め られ る が，こ れ は 性染色体（X 染色体）と考 え られ る （第 6 図の X ）．第 2 分裂中期 の 染色

体は 全個休に お い て 合計 16ケ の 細胞で 観察したが，こ れ らの うち 10ケ は n ＝ io （第 7 図 ），
6 ヶ は n ＝9 （第 8 図）で あつ た．前者は性染色体 ⊂X 染色体）を含み，後者 は含まない と

考えられ る．

　弘前 市青女子産 （28−VII−1966）の 1頭 で 行 な つ た お しつ ぶ し標本 に よ る観察 で も，第 1

分裂 で n ＝10 の 染色体 が 認め られ，横面観で は先行す る染色休が一
つ 認 め られ た （第 19，

20図）．また第2 分裂 で は染色 体数 10 と 9 の 第 2 精母細胞が 認められた （第 21，22 図）．

　3）　ア カ ア シ ク ワ ガ タ Nipponodorcus　rubrofemoratus 　Vollenhoven の 染色体 ：西郡

十二 湖 （13−VIII−1965，1 ♂）お よび 北郡板柳町 産 （11−VIII−1966， 1 ♂） の 2 頭 の 精巣 を

検 し，精原細胞 お よび精母細胞 の 中期染色体は両個体で 共 に観察で き た．精原細胞 の 中期

染色体は 合計 28 ケ の 細胞で 観察した が，染色体数 は 2n ＝ 10 で あ る （第 9 図 ）． こ の 図 に

示 され る よ うに 2n 染色体に は，他の 8ケ よ り明確に区 別 で き る…
対 の 大型の V 型染色体

が含まれ （第 9図の V ），観察 した 28ケ の 精原細胞で こ の
一
対は常に 識別 された ，性染色

体 は 2 ケ含 ま れ て い る と考え られ るが，第 9 図 の 核 板 で は 燈棒状の 1 ケ が X 染色体，点状

の 1ケが Y 染色体か と推定 され る．第1分 裂 中期の 染色体は 17ケ の 細胞で 検 した が，染

色体数は n ＝5 で あ る （第 10図）．第 11図に は n ＝5 の 染色体が 認め られ る横面 観 を示 す

が，大 小 染色 体 の 対 が一つ 認 め られ る．こ れ は性染色体対 で ，ミ ヤ マ ク ワ ガ タ と同じ く大き

い 方が X 染色体 （第 11図 の X ）， 小 さい 方 は Y 染色体 （第 11図の Y ）で あろ う．矢張

りXy
， 型 の 対合と思 われ る ．第 10 図の n 染色体群中の 最小の 染色 体 は恐 ら く XY 対 で あ

ろ う，第 2 分裂中期 の 染色体は合計 15 ケ の 細胞で 観察 した が何れ も染色体数は n ・＝ 5 で あ

る （ee　12図），上述 の 観察結果 よ り考 え られる通 りア カ ア シ ク ワ ガタ で も第 2 精母細胞 は

2種類で あつ て ，夫々 X また は Y 染色体を含むと思われ る．第 2 分 裂で も大型 の V 染色

体 は識別 され る が （第 12図の V ），x とY とを区別す る こ とは 実際上大変むつ か しい の で ，

両 クラ ス を区別 して 飄示す るこ とを控えた．第 12図の 像は Y ク ラス で な い か と思 わ れ る．
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Macrodorcas　rectus ・ 13．　Spermatogonial　metaphase ，
2n幕18．14．　Metaphase −1，　 n ＝9．．15，　Metaphase ・II，　 n

＝9．
Macrodorcas 　b’nervis ．16．　Spermatogonial 　metaphase ，
2n＝18．17．　Metaphase−1，　n ＝ 9． 18．　Metaphase−H ，　n ＝
9，
Bottom 　 bar ： 10 μ．
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Fig呂，13−15．

Figs．16−18．

　4）　コ ク ワ ガ タ Macrodorcas 　 rectus 　Motschulsky の 染色体 ： 北郡板柳 町産（10−VIII−

1966） の 1頭 の 精巣 を 検 し，精原，精母細胞の 中期染色体を共 に 観察 で きた．精原細胞の

中期染色体を 12ケ の 細胞で 観察 した が染色体数は 2n ＝ 18 で あ る （第 豆3図），従 つ て 2 ケ の

姓染色体が含まれる と考え られ る．代表的な中期嫌を第 13図に示 した．第 1分裂 お よ び 第

2 分裂 の 中期染色体は夫 々 12ケおよび 18ケ の 細胞で 観察され た が ， 何れ も染色体数は

n ＝ 9で ある（第 14，15図）．第 1分裂の 横面観 で 性染色 体を 識別 で きる よ う な像 は見当らな

か っ た．精原細胞 の 2 ケ の 性染色体が X 染色体と Y 染色体 で あっ て，第 1 分裂 で 両極 に

わか れれば 第 2精母細胞に は X 一クラ ス と Y 一
クラ ス が で きる． しか し 第 1分 裂 で X ，

Y 染色体を確認 して い ない し，ま た第2 分裂で 性染色体 を 識別す る こ とは 実際上大変 む つ

か しい の で ， 第 2 分裂で は両 クラ ス を区別 して 図示 す る こ と は しなか つ た．

　5）　ス ジ クワ ガ タ M ／aerodorcas 　binervis　Motschulsky の 染色体 ：北 郡板柳 町 （16−VIL
1966・1 ♂） お よ び 南郡平賀町葛川産 （玉0−VIH −1966，1 ♂）の 2 頭 の 精巣 を 検 し ， 中期 の

2n およ び n 染色体は両個体で 共 に 観察 で きた．精原細胞 の 中期染色体 は合St　7 ケ の 細胞 で

観察され た が染色体数 は 2n・＝18 で ある （第 16図）．前種同様，性染色 2 ケ （X お よび Y 染

色体）を合む と考え られ る．第 16図 は代表的 な 中期像 で あ る．第 1分裂 お よ び第 2 分裂 の
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Figs，19−22．　 Prosopoeoilns　inclinatus，　 All　are 　from　the　acetic 　dahlia
　　　　　　 squash −materiais ． 19，20．　 Metaphase −1

，
　 side 　 view ．　 n ＝ 10

　　　　　　 ill　each ．21．　Metaphase−II，　 n＝10．22．　 The　 same ，且 ＝ 9．
　 　 　 　 　 　 X ： X −chromosome ．

　 　 　 　 　 　 Bottom 　 bar： 10 μ．

183

中期染色体は夫 々 12ケ ，
9 ケ の 細胞で 観察 したが染色体数は共 に n ＝・9 で ある （第 17，18

鋼）．第 五分裂 の横瀛観で性染色体対 を 確認 で きな か つ た し， 第 2 精母細胞で の 性染色体の

識別 は むつ か しい の で ，第2 分裂 で は X − ，Y 一
ク ラ ス の 区別 は 行 な わ な か つ た，

幽

ー−

！

考 察

　まず所検の 5 種 の 染色体数 に つ い て 考察 す る，既述 の 通 りミヤ マ ク ワ ガ タ Lucanus 　ma −

culifemoratus で は精原細胞 の 中期染色体を検 す る に 至 らな か つ た． しか し精母細胞 に つ

い て の 観察 か ら推 して こ の 種 の 2n 染色体数 は 26 と思 わ れ る．ノ コ ギ リク ワ ガ タ Proso −

pocoitus　inclinatusは こ れ ま で に 細 胞 学的 に 調べ られ た本邦 で は 唯
一

の ク ワ ガ タ ム シ 科 の

種 で あつ て，利岡 ・山本 （1937）に よ つ て 雄 の 染色体数 が 2n羸19，　n ・＝10（D ，10，9（II）と

報告 されて い る． こ の 結果 は 我 々 の 今回 の 結果 と一
致 して い る． ア カ ア シ ク ワ ガ タ Nip −

ponodorCUS 　rubrofemoratUS ，コ クワ ガ タ Macrodorcas 　 rectUS お よ び ス ジ ク ワ ガ タ Mac −

rodorcas 　binervis は近似 の 種であつ て コ クワ ガ タ とス ジ クワ ガ タは共 に 2n ＝18
，
　n ・・9（1，

II）で ある から染色 休数 は全 く相等しい ． こ れ に 対 して ア カア シ ク ワ ガ タ は 2n＝・10，　n ＝5

（1，II） で あ るが，今 コ ク ワ ガ タ と ス ジ ク ワ ガ タが 夫 々 性染色体を 2 ケ含む とすれ ば 2n の 常

染色体数は 16 と な り， ア カ ア シ クワ ガ タの 2n の それ と比較すると丁度 2 倍となる．また

ア カア シ クワ ガ タ はか つ て Macrodoreas 属 に い れ られて い たが （湯浅 ・中根 ユ950），現在
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は こ れ か ら分離され て N 功ρ0η040 κ 醐 属 に い れ られ て い るの は鯛 知 の 通 りで ある．染色体

数 の 倍加 は種の分化 の 有力 な 要因とな りうる こ とか らすれば， ア カ ア シ， コ ，ス ジ ク ワ ガ

タに み られ た こ の 染色 体数 の 関係は ク ワ ガ タ ム シ 類の 系統進化 を考察 す る上 に 重 要 で あろ

う、な お，Macrodorcas に 近い
一
種 Dorcus　parallelopipedus で も 2n　：＝18，　n ＝ 9 （1）の

染色体数が 認 め られて い る （Smith　 1960）．

　次 に 核型 に 若干言及 して お きた い ．すで に 述 べ て あ る 通 りア カ ア シ ク ワ ガ タ で は大型 の

V 型 染色体 が識別 され，所検 の 範囲 で は 2n 染色体 に は
一

対，第 2 分裂 で
一

っ が常に 認 め

られ て い る．従つ て これ は ア カ ア シ ク ワ ガ タ の 核型 の 特徴 の
一

つ と考 え られ よ う．更 に ヒ

メ オ オ ク ワ ガ タ Nip ρonodorCUS 　 montivagUS の 核型が 判れ ば NiPPOnodoreUS と Mac −

rodorcas の 関係を一層 詳 し く知 り うる こ と に な ろ う．

　 こ れ らの 5種お よ び Dorcus　paraltelopipedus の性決定楪式 を み る と第 1表 に示す通 り

で あつ て ミヤ マ ク ワ ガ タ， ア カア シ ク ワ ガタ お よ び 1）．paraltelopipedus は何れ も雄ヘ テ

ロ の XY 型 で あ る，コ ク ワ ガ タ と ス ジ ク ワ ガ タで は上 記 の 通 りま だ X ，　 Y を確認 して い な

い ． ある い は性染色体 が識別 され る程 の 分化 を とげて い な い と想定 もされ るの で ， これ ら

の 性染色体は更 に 検討が 必要で あ る が，恐 らくは XY 型 と推定 さ れる ． こ の よ うな 雄 の

XY 型 と は別
．
に ノ コ ギ リク ワ ガ タが 雄 XO 型 で あ る こ とが こ こ で 注目 され る ． こ の 種 の 雄

は ほ か の ク ワ ガ タム シ 類の 雄 の よ うに もと もと は XY で あっ て ， そ れが Y の 消失 に よつ

て XO と な つ た の か，そ れ と もは じめ か ら性染色体を
一

つ もつ だ けで あつ たか は今 の 所全

く判 らな い ， こ の 関係 を探 る一つ の 方 法 と して も同 属 の オ キ ナ ワ ノ コ ギ リク ワ ガ タ Proso・

pocoilUS　dissimiiisや タ カサ ゴ ノ コ ギ リク ワ ガ タ P．　 motschulskii の 細 1包学的倹索が 望 ま

れ る 訳で あ る ，

　性決定様式 が XY 型 の こ れ らの ク ワ ガ タ ム シ 類 で は，第 1 分裂 で XY 対 が で き るが ミヤ

マ ク ワ ガ タ とア カ ア シ ク ワ ガ タ は Xy ，型 ，　 Dorcus 　para”elopipedus が neo −XY 型 （Smith

1960） で あっ て 対合様式 は一様 で は な い ． こ の 類の 系統分化を考え る に は こ れ らの 異 同 も

考慮す る 必要が あ ろ う．

Table　 1．　 Chromosome 　 numbers 　and 　sex −determining　mechanlsm
　 　 　 　 　 of 　lucanid 　beetles　 studied 　so 　far．

Species

Lucaninae
　Lueanus　maculifemoratUS

　Prosopoeoitus　inctinatus

N ’〃 enodorCUS 广ubrofemoratUS
Mac 广oゴorcas 　 rectus
ルta‘厂0ゴ01℃ as 　bineryis
Dorcus　paraUetopipedus

Chromosome 　 numbers ；Sex−deterエnining
meohanism 　in　the 　 male （Reference ）

　　　13 （1，
II）；XY （Present　study ）

玉9g ，10 （1），10，9 （II）；XO （Toshioka ＆ Ya −
｛　　　　　　marnoto 　l937　and 　present　study ）
109 ， 5 （1，II）；XY （Present　study ）
18g ，9 （1，　 II）；Probably 　XY （Present　study ）
18g ，9 （〔，　 II）；Probably 　XY （Present　study ）
18g ，9 （1）；XY （Smith　 l960）

9 ： Spermatogonium，1： Primary　spermatocyte ，　II：Secondary　spermatocyte ．
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　青森県 内で 採集され た ク ワ ガ タム シ 科 （Lucanidae ）の 4属 5種に つ い て 雄 の 染色体を調

べ た． そ れ らの種名，染色体数お よ び性決定様式 を一括して第1 褒 に示 したが，観察結果

は次の よ うに要約され る．

　 ミ ヤ マ クワ ガ タ Lucanus 　macutifemoratus は染色体数が n ＝ 13（1，　II） で あつ て ，第 1

分裂 で XY 対を識別で きる （第 1，2，3 図）．ノ コ ギ リクワ ガ タ Prosopocoilus　inctinatus

は 2n＝＝19，　n ＝ 10（1），　IO，9 （II）で ある （第4，5，7，8，19，20，21，22 図）．こ の 結果 は

利岡 ・由本 （工937） の 観察 と一致す る．第 1分裂で は，一
極 に 向つ て 先行す る 性染色体（X

染色体）が認められ る （第 6，
19

，
20 國）．ア カ ア シ クワ ガ タ Nipponodoreus 　rubrefeme −

ratus は 2n＝10，　n ＝5（1，　II）で あっ て （第 9，10，11，12 図），大型の V 型染色体が精原

細胞 に は一
対，第 2 精 母細胞 に

一
ケ含まれて い る （第 9 図の V

， 第 里2 図の V ）．また こ の

種で も第 工分裂 で XY 対を識別で きる 〔第 11図）．コ クワ ガ タ Macrodorcas 　rectus （第

13，14，ユ5 図） と ス ジ ク ワ ガ タ Macrodorcas　binervis （第 16，17，18図） は 染色体数 は

同 じで あつ て 共 に 2n 兀 18，　n ＝9（L　II） で ある．性染色体構成 は雄が XY と推定 され る。

従つ て XO 型で ある ノ コ ギ 1丿ク ワ ガ タは こ れ らの うちで は 特異 な種 で あ る．な お，第 1分

裂で の XY 対 を比 較 す る と対合様式 は ミヤ マ クワ ガ タ と ア カア シ ク ワ ガ タが rod 型で あつ

て neo −XY 型で ある Dorcus 　paraltelopipedus と異 つ て い る．ま た ア カア シ ク ワガ タ と コ

クワ ガ タ お よ び ス ジ ク ワ ガ タ の 染色体数の 関係が 注目され る．

　謝辞 ： El頃鞭撻下さ る弘前大学理学部生物学教室内 田　
一

教授 お よ び文献の 調査 に 多大

の 便宜 を与え られ た 北 海道教育大学札幌分校生物学教室竹 内　恭教授 に あつ くおネLを申し
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　The 　 chrornosrnes 　of 且ve 　 species 　of 　lucanid　beetle．g　 were 　 studied 　in　ma 夏e　germ
cells 　（Table　1）．

　The 　 haploid　chromosome 　number 　establi 呂hed 　for　Lucanus　ma 砌 lifemoratus　was

13 （F三gs，1and 　3）and 　an 　XY −
pair 　of　rod ・associatien （Smith　1953） was 　distingu−

ishable　ln　 the　 first　 division （Flg，2），　These 　 findings　 confirm 　 that　the　diploid

」
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number 　of 重he　 chromosomes 　 is　26　in　this　 species ．　The　 dip正oid 　 complement 　 of

Presopocoitus　inclinatus　was 　lg　in　number （Fig・4），　and 　ten　elements 　were 　observed

at　metaphase −1 （Fig ．5）．　 An 　unpaired 　X −chromosome 　showmg 　a 　precoc 三〇 us 　mlg
−

r註tion　to　one 　of 　poles　was 　distinguished　in　this　species （F三g＆ 6，
19　 and 　20）．　 As

aresu 玩 of 　the　first　division，　 two 　kinds　 of 　the　secondary 　 spcrmatocytes ，
玉O　 and

9 量nn ，　were 　 produced （Fig ＆ 7，8，21　and 　22）．　The 　 former 　 is　the　X −class 　 cell

and 　the　 latter　the　 non −X −class 　 one ．　 The　chromosome 　 number 　of　this　species

established 　in　this　stud 》
・coincides 　with 　that　reported 　previously　by　Toshioka　and

Yamamoto （1937）．　 This　species 　is　qu正te　unique 　in圭ts　sex −determining 　meohanism

（XO −♂），　because 　the　other 　Iucanid　species 　so　far　studied 　have　an 　XY 　sex
−deter−

mining 　mechanism 　in　the　male （Tab 正e　1）．　 The 　diploid　complement 　of　Nippono−

dorcus　rubrofemoratus 　was 　lO 三n 　number （Fig．9）and 　characterized 　by　a　pair　of

large　chromosomes 　of 　metacentric 　nature （F 量g．9，　V ）．　 Thls　element 　was 　also
　dis−

tinguishable　 with 　easiness 　in　the　 second 　division（Flg．12，　V ）．　 The　hap王oid 　com
−

plement 　of 　this　spec 量es　was 　thus　5　in　rユumber （Flgs，10
，

正I　and 　12）．　 An 　XY −pair

ef　rod −association 　was 　also 　recognized 　in　the　first　div韮sion （F 圭g．11）．　 The　chro
−

mosomes 　of 　two 　allied　species 　of　Macrodorcas 　here　under 　study 　were 　uniformly

2n ＝ 18　and 　n ；9　in　number 　（Figs．13−18）．　It　is　ev 圭dent　that　the 　diplo量d　com 瞬

plement　of 　these　two 　species 　comprizes 　two 　sex −chromosomes ，　 probab 圭y　an　X

and 　a　Y ，　 respectively ．
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